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論 文 内 容 の 要 旨 
非造礁性サンゴは，自らの採餌によって栄養を獲得するため，その成長形態は光条件などの影響を
受けにくい．そのため，内因的な要素に起因する成長形態が表出されやすい．樹状形態に明瞭な，主
軸を有する単軸状キサンゴ科六射サンゴ（Dendrophyllia arbuscula）における出芽様式の解析から，
1）出芽方向：娘個体は方向隔壁の延長線上からは出芽しない，2）出芽部位：娘個体は 2 枚の方向
隔壁以外の 4 枚の 1 次隔壁近傍から出芽する，3）方向隔壁の方向性：娘個体の方向隔壁は親個体の
成長方向に直交に配置する，4）出芽傾斜：娘個体の出芽傾斜は親個体の成長方向側に成長する，５）
それら出芽様式の「世代を超えた普遍性」が確認される．さらに本研究では，異なる群体形態を有す
る六射サンゴでの，出芽の規則性の適用限界と群体形成パターン，それらの遺伝的系統関係を検討し
た．出芽部位に関しては，種の違いによって特定の 1，2，4 箇所から生じるという「特殊性」が認
められた．一方，方向隔壁の延長線上からは出芽しないという，属や科を超える｢一般性｣を見いだし
た．また，Dendrophyllia boschmai, D. cribrosa, D. ehrenbergiana, Cyathelia axillaris,での出芽は，
方向隔壁を対称面として生じ，個体内での出芽個所に明瞭な極性が認められることと考えあわせ，サ
ンゴ個体自体の体制に，左右相称性が内包されていることが示唆される．出芽部位以外で成長形態の
違いを生み出す要因として，莢部の径，主軸個体の高さ，出芽間隔，群体内の個体数，側枝の長さ，
側枝の傾斜角度などの変化がある．また，分子系統解析の結果から，出芽部位は，潜在的には４箇所
で，それが適宜制限されることで，単軸状から単体や仮軸状の形態が形成されることが明らかとなっ
た．とりわけキサンゴ科の出芽箇所は，生息深度や波の営力などの外的な生息環境に即応して調整さ
れ，群体形態を変化させている． 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 サンゴを含む刺胞動物門は，最も原始的な多細胞動物群の一つであり，後生動物の系統関係を論じ
る際にきわめて重要なグループである．非造礁性六射サンゴは，概して単純な形態を有し，内因的要
素に起因する形質を表出しやすい．本研究では，樹状形態が明瞭な単軸状キサンゴ科サンゴ
（Dendrophyllia arbuscula）における無性（出芽）様式の解析から，次の規則性を見いだした．1）
出芽箇所：出芽は親個体の方向隔壁（１次隔壁）の延長線上からは生じず，方向隔壁以外の 4 枚の 1
次隔壁の近傍からのみ生じる．2）方向隔壁の方向性：出芽個体の方向隔壁は，親個体の成長方向に
直交に配置する．3）出芽方向：出芽個体は親個体の成長方向側に成長する．4）普遍性：これら規
則性はすべての出芽世代で成り立つ．さらに本研究では，異なる成長形態を有する六射サンゴで，規
則性の適用限界と群体形成様式，それらの系統関係との関連性を検討した．出芽箇所に関しては，種
によって特定の 1，2，4 箇所から生じるという「特殊性」が存在するが，方向隔壁の延長線上から
は出芽しないという，属や科レベルを超える｢一般性｣が認められる．また，Dendrophyllia boschmai, 
D. cribrosa, D. ehrenbergiana, Cyathelia axillaris での出芽は方向隔壁を対称面として生じ，「出芽
箇所の極性」と「体制の左右相称性」の存在を示している．規則性の下で「成長形態の違い」を生み
出す要因として，莢の径，主軸個体の高さ，出芽間隔，群体内の個体数，側枝の長さや傾斜角度など
の変化がある．また，分子系統解析から，出芽箇所は潜在的には４箇所で，それが外的な生息環境に
呼応して適宜制限されることで多様な形態が形成されている． 
このように，本研究は，六射サンゴで代表される群体性動物の形態形成の本質を，「出芽様式」に
注目して解明しており，きわめて高く評価できる．今後，サンゴの系統進化史や群体性生物の「かた
ちづくり」の本質的な理解に大きく貢献するものであり，博士（理学）の学位授与に値すると審査し
た． 
